
 第Ⅱ部 第１１章 欧米における近代社会の成長 

３ フランス革命とナポレオン（２）ナポレオン                       教教教教ｐｐｐｐ222222223333（（（（L21L21L21L21））））～～～～pppp222222226666（（（（L15L15L15L15）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （1795，10～1799，11） 

○ジャコバン派打倒後，穏健共和派（富裕市民層）が総裁政府を樹立 

○1795 年憲法…独裁を避けるため，5 人の総裁が権力分担 ⇒指導力【弱】 

○政権は不安定 

◇【2      】の陰謀（1796，5）…下層市民の立場で政府転覆を計画→失敗 

◇王党派の反乱…ナポレオン=ボナパルトにより鎮圧 

○ナポレオンのイタリア遠征（1796～97）…オーストリア軍に勝利 

○ナポレオンのエジプト遠征（1798～99）…イギリスとインドの連絡を絶つ目的 

◇第２回対仏大同盟（1798，英首相ピットが提唱）…きっかけ：ナポレオンのエジプト遠征 

○【3             】のクーデタ（1799，11）…ナポレオンが総裁政府を打倒！ 

 

                  （1799，11～1804，5） 

○ナポレオンが樹立した，3 人の統領による政府（ナポレオンが第一統領として事実上独裁） 

◇宗教協約（コンコルダート，1801）…ローマ教皇と和解 

◇【5       】の和約（1802）…イギリスと講和 

○フランス銀行設立…国家財政の管理 

○ナポレオン，終身統領となる（1802） 

○【6           】（フランス民法典）の制定（1804，3）…革命の成果を集大成 
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○国民投票で皇帝に即位（1804，5 ＝ナポレオン 1 世）…【7       】の開始 

◆第 3 回対仏大同盟結成（1805）…きっかけ：ナポレオン皇帝即位 

○【8           】の海戦（，10）…英海軍（【       】指揮）に敗北 

○【9            】の三帝会戦（，12）…オーストリア・ロシア連合軍を撃破 

○【10      】同盟結成（1806，3）…仏に従う西・南ドイツ領邦諸国を合同させ結成 

⇒神聖ローマ帝国が消滅！ 

○【11       】令（，11）…ヨーロッパ諸国にイギリスとの通商を禁止 

○【12         】条約（1807，7）…プロイセンに領土大幅割譲・巨額の賠償金を命じる 

○ワルシャワ大公国を建国（，7）…ポーランドに建国させ仏に服属 
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◆スペイン反乱（1808）→鎮圧 

○【13      】遠征（1812）…露の封鎖令無視を理由に侵攻 ⇒失敗し壊滅的被害！ 

◆第 4 回対仏大同盟結成…きっかけ：ナポレオンのロシア遠征失敗 

○【14         】の戦い（1813 ＝諸国民戦争）…普墺露連合軍に敗北 

⇒ナポレオン退位，【15     】島に流刑 

※【16       】が即位してブルボン朝復活 

○エルバ島脱出！→再び即位（1815，3 ＝百日天下） 

○【17           】の戦い（1815，6）…英普連合軍（【18        】指揮） 

⇒【19          】島（南大西洋）に流刑 
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ウィーン体制へ。。。 


